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１ はじめに 

 本校は、中学校にあたる前期課程３年間、高等学

校にあたる後期課程３年間の中高一貫教育校である。

中学生と高校生が同じ校舎で学校生活を送っており、

長期的視野に立って教育活動を行っている。心身の

発達が著しい時期であり、日々の指導における責任

の大きさを常に感じている。 

 ３年前より数学部会学習指導法研究委員に選出し

ていただき、中高の指導の連携について研究させて

いただいている。今年度は３年生を主に担当してい

ることから、３年生の内容から後期課程（高等学校）

に直接つなげることができる単元や内容について、

どのような指導が効果的かを考えるため、本主題を

設定した。 

 １、２年生までの内容に比べ、３年生は高等学校

につながる内容が多く存在する。特に数学Ⅰ、数学

Ａとの関連が多く、４年生（高校１年生）への指導

のつながりを考えたときには、重要な１年になると

感じている。大学入学共通テスト等も視野に入れつ

つ、どのような指導が効果的かを考えることは、こ

れまで以上に重要な意味を持つのではないかと思っ

ている。 

 

２ 高等学校につながる中学３年の学習単元 

 本校で使用している教科書は、前期課程では啓林

館の「未来へひろがる 数学」、後期課程では数研出

版の「新編 数学」であるため、それらの教科書で

研究を行った。 

 ３年生の学習単元の中で高等学校に直接つなげる

ことができる主な単元は、「式の展開と因数分解」、

「関数    」である。 

 「式の展開と因数分解」の単元においては、展開、

因数分解ともに簡単な公式のみを３年生で学習する

が、その全てが数学Ⅰにも応用できるものである。

数学Ⅰを指導する際、展開においては３次式の公式、

因数分解においてはいわゆる「たすきがけ」の問題

以降を補充すれば良いことになり、同じ内容を２度

学習する必要はないと考えられる。 

 「関数    」の単元においては、頂点が原点の

ものに限られるが、二次関数のグラフの特徴や最大

値、最小値の求め方などは、数学Ⅰの二次関数にも

応用できるものと考えられる。また、二次方程式に

おいて平方完成をして解く方法も学ぶことから、平

方完成の基礎知識は身に付けた状態で数学Ⅰの学習

をスタートすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 高等学校につながる中学３年の学習内容 

 細かな内容に関しても、数多くの内容が挙げられ

る。主なものを考察していきたい。 

 

(1) 最大公約数と最小公倍数（応用） 

 教科書の巻末に「ひろがる数学」という項目があ

り、中学校の教科書でも発展的な内容として位置付

けられている。全員が一律に学習する必要はないの

だが、高等学校につながる内容も多いため、必要に

応じて扱っている。 

 「素因数分解」に関連して、最大公約数と最小公

倍数が取り上げられている。数学Ａで学習する内容

であるが、中学生向けに数学Ａよりも分かりやすく

書かれている。そのため、３年生だけではなく４年

生の授業においても活用できる構成となっている。

センター試験数学Ⅰ・Ａでも出題される内容である

ため、定着させるべき内容であると認識している。

他社の教科書だけではなく、中学校、小学校の教科

書も活用するなど、幅広い教材研究が指導の幅を広

げることになると感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2) 二次方程式の解について（応用） 

 「二次方程式」の単元において、解の公式を学ぶ

ことになっている。中学生の範囲では実数解が存在

する問題しか扱わないが、高等学校で学習する「虚

数解」について触れることのできる機会でもある。

「根号内が負の数になるものは考えない」ではなく、

「根号内が負の数になるものは虚数解」という指導

につなげることができる。実際に存在しない数であ

るため理解が難しい内容ではあるが、先を見通した

指導としては有効であると考えている。「実際に存在

しない数を学ぶ意義」をしっかりと認識して指導で

きるようにしていきたい。 

 また、根号内の正負によって解の個数（正確には

実数解の個数）が変わることにも気付かせたい。（い

わゆる「判別式」）どういった条件を満たせば実数解

を持つのか、更には二次関数のグラフとの関連にも

結び付けることができれば、理解はより広がってい

くと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 二次関数の場合分けの問題への応用 

 「関数    」の単元で扱うのは、頂点が原点に

ある場合のみである。そのため頂点（あるいはグラ

フ）を動かすことはできないが、変域を動かすこと

はできる。そのため、グラフを固定したまま変域を

移動させる場合分けの問題には挑戦させることがで

きる。実際に、変域が「      」で与えられ

たときに、最大値と最小値を求める問題に挑戦をさ

せた。かなり細かく解説を加えないと理解は難しい

様子であったが、最大値や最小値を求めるために場

合に分けて求める必要性は理解したようであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 対応する辺の比から方べきの定理へ（応用） 

 「図形と相似」の単元では、２つの三角形が相似

であることの証明や、相似である２つの図形が持つ

性質を学ぶ。その性質を応用させ、相似であれば対

応する辺の比が等しいことから、数学Ａで学ぶ「方

べきの定理」を導くことができる。中学校の範囲で

は補助線等を引かなければ求められない辺の長さが、

この定理を用いれば簡単に求まることがある。この

ことから、知識を広げることへの有用性を実感させ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめ 

 今年度も習熟度の高い発展講座を主担当としてい

るため、発展的な内容、高等学校でも難解な内容を

取り上げることが多かった。難易度はかなり高いが、

生徒たちは諦めることなく正解を導き出そうと取り

組めていた。 

 大学入学共通テストを視野に入れ、定期考査にも

思考力を必要とする問題を出題するようにした。高

等学校から指導を始めるのではなく、早期にそのよ

うな問題に対応できる力を身に付けさせることが本

校では重要になると感じている。 

 そのためには、中高のつながりはもちろんのこと、

大学入試問題、高校入試問題、模試などの問題の研

究は欠かせない。更には、数学が実生活にどのよう

に応用されているか、私自身も理解を深めていく必

要がある。新テストに対応できるような実力を身に

付けさせるためにも、更なる指導法の研究を進めて

いきたい。 
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